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実・勤勉・従順というより好ましい側面の stereotype は，“model minori-
（ 42 ）










　文学の世界においても，1970年代までは，同様の model minority 神話が






ひとつである No-No Boy という小説をとりあげ，長らく注目されなかった
アメリカの日系人社会の陰の部分について考察する。
１）救出された小説
　日系アメリカ人による最初の長編小説 No-No Boy は，公民権運動が盛ん
になる前の1957年に出版された。日系アメリカ人２世の青年をとりまく戦後
間もない日系人社会の一場面を描いたこの小説は，出版後15年を経ても初版
1,500部を売り切ることなく，作者 John Okada の存命中は“forgotten work”





の Charles Tuttle の思惑を完全にはずれたのは，作者とその作品が属し，
最も熱意をもってこの作品を歓迎すると予測された日系アメリカ人のコミュ
ニティから事実上拒絶されたという事実であった（Chin, et al., xxxix）。そ
の理由は，この小説のテーマが model minority の範疇からは大きくはずれ
るからである。Elaine Kim が指摘するように，この作品も，そこに登場す





　No-No Boy を発掘したのは，中国系の Frank Chin や日系３世の Lawson 
Fusao Inada など，公民権運動の影響を受けた次世代のアジア系アメリカ人
作家であった。No-No Boy の一部は，Chin や Inada らによって1974年に出






（“America’s pets, kept and groomed in kennels”），日系人は檻に閉じ込めな
ければならない狂犬（“mad dogs who had to be locked up in the pounds”）





Chin らによると，この時代に出版された Pardee Lowe や Jade Snow Wong
など中国系を中心とするアジア系作家の作品は，飼い主に媚びるペットのよ
うに，主たる読者である白人層の好みに合わせ，白人の支配に都合のいい世
界を描いた。これらの作品は，“good, loyal, obedient, passive, law-abiding, 
cultured”であるという中国人の stereotype を作り上げた（Chin, et al., x）。
戦後のアメリカ社会は，檻から解放された日系人をも，アジア系アメリカ人
という集団として同様の従順で忠実な stereotype に組み込もうとする。たと
えば，No-No Boy と同時期に日系２世女性 Monica Sone が著した自伝 Nisei 
Daughter（1953）は，多くの読者を得た。Jinqi Ling は，この作品が戦中の
日系人収容の苦悩を描きながらも，アメリカの人種差別に対する批判を欠く
点に触れ，この自伝を“explanations of the exotic but non-threatening 
otherness of Japanese American life to mainstream readers, and ac-
counts of successful transition into the mainstream” と 評 す る（Ling, 
362）。更に，体制順応型のアジア人は，“good guy”として，アメリカ政府に
従わず抵抗する他のマイノリティ集団を“bad”に見せるという役割を演じて





























　Frank Chin らが No-No Boy を評価した最大の理由は，50年代に日系人が
この作品に背を向けたまさにその理由と同じで，この作品が model minority
という stereotype に従わなかった点にある。そのことは，まず主人公とタ














　No-No Boy の主要な舞台のひとつである Seattle の Chinatown も，決し
て model minority の生活基盤として誇るべき場所としてではなく，Chin
達の指摘するとおり，きな臭く怪しげな“predominantly male”の世界と
して描かれる（Chin, et al., xxxii）。ここは異国情緒にあふれた食材を女性




犯罪の臭いが立ちこめる。ならず者として登場する Freddie や Bull や Taro







　Chin 達は，No-No Boy というタイトルの作品を書くことにより，作者は，
“‘No’ to American and ‘No’ to Japanese”というメッセージを送り，
“Japanese”でも“American”でもない全く新しいアイデンティティを模











They walked down the ugly street with the ugly buildings 
among the ugly people which was a part of America and, at 














Yogi は，“Okada explores the grey area between polarized deﬁnition of 
‘Japanese’ and ‘American,’ individuality and community, assimilation 
and cultural maintenance.” と指摘する（Yogi, 137）。“Japanese”として
キャンプに収容され， “American” として戦争に行くという運命を背負った作










る Pearl Harbor 攻撃と日米開戦に伴い，翌年２月，Franklin Roosevelt 大






















mental Combat Team と100th Battalion という日系人のみによる戦闘部隊
を結成する。キャンプに収容されていた多くの２世たちは自らのアメリカに
対する忠誠心（loyalty）を示すべく，軍に志願した。更に1943年，収容所


























となった者の中にも No-No Boy と同様に悩んだ者が多数いたはずである。 
3
　No-No Boy の作者 John Okada 自身は No-No Boy ではなかった。彼はア
メリカ軍に志願したが，ヨーロッパ戦線では戦わず，太平洋戦線の後方支援
として，日本語の無線の翻訳や，日本に降伏を呼びかけるビラ作成などの任
務に当たった。No-No Boy ではない Okada が，Ichiro Yamada という No-
No Boy を主人公とし，この人物の視点を中心に物語を作り出したというこ
とには深い意義がある。Stephen Sumida は，この小説では，一見 No-No 
Boy と退役軍人，即ち“disloyal Japanese-American”と“loyal Japanese-
American”は対立しているが，実質的には，アメリカ社会に受け入れられず
に苦しんでいるという点では，両者の間に相違はないと論じる。Sumida は，
共に No-No Boy と退役軍人の関係を描いた冒頭と終結部を比較し，冒頭は
退役軍人 Eto が No-No Boy だと判明した Ichiro に唾を吐きかけるという明
らかな対立構図であるのに対して，終結部では No-No Boy の Freddie の事
故死を目撃した退役軍人 Bull が涙し，それを Ichiro が慰めるという点を例
示し，No-No Boy と２世の退役軍人を対照させるという論理は，小説 No-No 
Boy にはあてはまらないと述べる（Sumida, 35）。その上で Sumida は，“The 
Nikkei in No-No Boy are all victims”と結論づける（Sumida, 43）。
　確かに小説の最初の部分では，Ichiro と Freddie という２人の No-No Boys
は，共に人生の敗北者として描かれる。Ichiro は，Eto に唾をかけられ黒人
３　No-No Boy の作者の John Okada は Idaho 州 Minidoka のキャンプに収容されていたが，
作品中で触れられる Ichiro の収容時のエピソードの中で，“He recalled how he’d gone to a 
church in Idaho”とあるところから，Ichiro が収容されていたのもこの Minidoka キャンプ
と考えられる（Okada, 229）。Takezawa によると，Minidoka は日系人収容所中最も平穏なキャ
ンプのひとつで，軍に志願した若者の数も最も多く，このキャンプの No-No Boys は，上述





はなく，“It was a prison of forever.”と感じる（Okada, 40）。共感を求めて
訪れた Freddie は，アパートでごろごろ時を過ごし，隣室の人妻と肉体関係
を持つ事で欲求不満を解消するなど，自暴自棄的な生活を送る。しかし，そ
んな Freddie にがっかりした Ichiro が，復学する意志を持って大学を訪れる
場面以降は，“disloyal American”の烙印を押された No-No Boys のみが
“victims”でないことが判明してくる。
　大学に着いた Ichiro は，Baxter Brown という旧知の教授の研究室を訪れ
る。この教授は，Ichiro のことをよく覚えていると言いつつ名前を混同し，
日系人である彼を見て彼がヨーロッパ戦線で戦ったと思い込み，Ichiro が言
葉を濁していることにも反応することなく，“nice seeing you again. Drop 
in any time.”と手を差し伸べる（Okada, 56）。これに対して Ichiro は，
“He was nice enough . . . . Still, it was wrong. It was like meeting 
someone you knew in a revolving door, you going one way and the 
friend going the other”と感じる（Okada, 57）。Ichiro はここで，Mr. 
Brown の nice な態度をどこかよそよそしく感じる原因は，自分が No-No 
Boy だからだと思っており，読者もそのような印象を受ける。しかし，Ichi-
ro は No-No Boy であることを打ち明けておらず，Mr. Brown がそのことに




ro Yamada という個人ではなく，“Japanese”あるいは“Japanese Ameri-
can”という民族集団の一員としてしか Ichiro を見ていない。Yamada でも






　Mr. Brown にも失望した Ichiro が次に出会うのは，退役軍人の Kenji で


















ち，ペットを飼うことに憧れるが，“Surely it must be around here some-
place, someplace in America. Or is it just that it’s not for me?”と，No-
No Boy の自分にはそれは不可能だと諦める（Okada, 159）。しかし，カフェ




ていることが問題で，そういう“pushing and shoving and screaming”を
やめたら“the outside could be inside”となって，みんなが満足できるの
ではないか，と感じるようになる（Okada, 160）。







Bull や Eto は，戦争に行かずに投獄された Ichiro や Freddie を軽蔑すること
により優越感を覚えるが，日系人社会の閉じたコミュニティの外に出ることは
できない。Kenji は，たとえ“loyal American”として軍に入隊し，アメリカ








　再び Ichiro 自身の意識に目を向けると，No-No Boy の彼が，Bull や Eto
のような退役軍人や，これから軍人になろうとする弟の Taro を憎悪しなが
らも，完全に敵視しているのではないことがわかる。Eto は Ichiro に唾を







嘲する。なすすべもなく Taro 達の暴力を受け，Kenji に救ってもらった
Ichiro は，次のように思いを巡らせる。
I was born not soon enough or not late enough and for that I 
have been punished. It is not just, but it is true . . . . I have 
made a mistake and I know it with all the anguish in my soul. 
I have suffered for it and will suffer still more.（Okada, 81）
彼は，自分が罰せられたのは“not just”であると認めつつも，それが“true”
であり，従って自分が兵役につかなかったのは“mistake”だったと結論づ
ける。No-No Boy はアメリカの敵だと二分法で断じることができる Taro と，
軍人は No-No Boy の敵だと割り切れない Ichiro の違いがここにある。
　
３）１世／２世




















見守る母親のそれに近い。彼は“I am sorry that you went to prison for 
us.”と Ichiro を気遣い（Okada, 38），次々と日本の窮状を嘆く手紙が来て
も日本の敗戦を信じない母に関しても，“Your mama is sick”,“It is not 
for me to say that she is wrong even if I know so.”（Okada, 37）と，あ
くまでも彼女の信念を否定せずに見守っている。母に対して強い態度に出な
い父に対して，Ichiro は歯がゆい思いをし，時に“You’re a Jap . . . . 
You’re nothing . . . . Goddamn fool, that’s what you are, Pa, a goddamn 
fool.”（Okada, 115）などの激しい言葉を吐く事もあるが，概して父とは互
いに相手の気持ちを気遣いながら穏やかに話す傾向がある。












Pa’s okay, but he’s a nobody. He’s a goddamned, fat, grinning, 
spineless nobody. Ma is the rock that’s always hammering, 
pounding, pounding, pounding in her unobtrusive, determined, 









はできない。息子が，日本に対する愛国心から No-No Boy になったと信じ
ている母は，彼を誇りに思い，同郷の知人宅に連れて行く。Ichiro は，母の
ことを“the woman who was only a rock of hate and fanatic stubborn-
ness and was, therefore, neither woman nor mother”と感じながらも，




しない（Okada, 14, 42, 43）。
　そんな彼が唯一母に従わない場面がある。それは，アメリカのために戦っ
た Kenji にもう会わないで（“You can be a good boy, a ﬁne son. For my 
sake and yours do not see him again.”）と言う母の意に反して，“I’m go-





の原因であったとしても，Ichiro が母の反対を押し切って Kenji と出かけた
ことが彼女の自殺の引き金となったことは否めないだろう。
　しかし，Ichiro は，弟とは異なり，母を“Jap”として単純に切り捨てる
ことはできない。Ichiro は，自分が No-No Boy になったのは，母と戦える
ほど強くなかったからだ（“I was not strong enough to ﬁght you.”）と振り
返る（Okada, 16）。しかしその一方で，軍に入らなかったのは母のせいで
はなく自分の弱させいだという。
I did not go because I was weak and could not do what I 
should have done. It was not my mother, whom I have never 
really known. It was me, myself. It is done and there can be 
no excuse.（Okada, 34）







　Ichiro は，幼い頃に“a mother’s smile”を浮かべた母が桃太郎などの民
話を語り聞かせてくれたことを覚えている（Okada, 15）。そして，母の反
対を押し切って Kenji と共に Portland に向かう決心をした後も，“guilty”
に感じ，“Right or wrong, she, in her way, had tried harder than most 




Tell me, Mother, who are you? What is it to be a Japanese? 
There must have been a time when you were a little girl. You 
never told me about those things. Tell me now so that I can 
begin to understand.（104）























として描かれる。そんな両親を Ichiro は，“his［i.e. Pa’s］ weakness is just 
as bad as Ma’s strength . . . . He should have been a woman. He should 
have been Ma and Ma should have been Pa.”と評する（Okada, 112）。
しかし，この偏狭なナショナリストの母が，形式的な家長の父ではなく母であ
ること，そしてその体型が，“the awkward, skinny body of a thirteen-
year-old which had dried and toughened through the many years follow-







かと息子に聞かれて， “Mama was not well. It is better this way.”と答え
る（Okada, 211）。母が残した貯金は店の改装資金に充てることに決め，“I 
meant only to say that one must live in the real world. One must live 
naturally, not so? It is not always a happy life but, sad or happy, it can 
be a good life.”と語る（Okada, 212）。Ichiro 父子の関係も母の死後良好に
なる。出所当初は当然のように父から遊ぶ金を受け取っていた Ichiro である
が，母の死後は，金を差し出す父に対して，もう子供ではないからいつまで
も金をもらうわけにはいかないと遠慮する。それでも父は，“Pretty soon you 






のあとひとりで Club Oriental へ行くところである。Kenji は父に“We’re 
buddies, aren’t we?”と言い（Okada, 123），Ichiro に対しても“My dad 















がダンスを踊っているのを見ていた１世とおぼしき男性が，“I saw you 








ることなく，No-No Boy の Ichiro を友として受け入れる。死の床で彼は，
Ichiro に，日系人だけで固まった閉鎖社会への嫌悪を吐露し，Ichiro はそん
な社会から外へ出て，日本人以外の女性と結婚するといいと意見する。






ている Ichiro を“A hopeless feeling, however, doesn’t mean that there 
is no hope.”, “You’re young, healthy, and supposedly intelligent. Then 






In any other country they would have shot you for what you 
did. But this country is different. They made a mistake when 
they doubted you. They made a mistake when they made you 
do what you did and they admit it by letting you run around 
loose. Try, if you can, to be equally big and forgive them and 
be grateful to them and prove to them that you can be an 
American worthy of the frailties of the country as well as its 
strengths.（Okada, 97）
Ichiro が“mistake”を犯したと同様，国も Ichiro に対して“mistake”を
（ 62 ）







　Ichiro が Portland で出会う白人 Mr. Carrick は，Ichiro の過去を問わず，
彼が No-No Boy だとわかっても彼を雇おうとする。彼の優しさは Ichiro に
希望を与え，この白人は人間味あふれる寛大な人物のように描かれる。ただ






Mr. Brown の「善意」と大差ない。それでも，Mr. Carrick の存在は，その
後の Ichiro に意欲を与えたのは事実である。
　Ichiro が Seattle にもどって職探しに訪れる Christian Rehabilitation 
Center の Mr. Morrison は，Mr. Brown とも Mr. Carrick とも異なる接し
方をする。彼は，Ichiro の話を聞き，すでに職を紹介したことのある Gary
と同じ No-No Boy であることを知る。最終的には彼は安易に職を与えず， 
“Youth, intelligence, charm, a degree in fine arts, health—he ［i.c. 
Gary］ got everything. So have you.”と，自分で努力して可能性を開くこ
とを促しながら，とりあえず Gary と仕事をしてみてはどうかと提案する
（Okada, 220）。彼のこの対応は，Ichiro が No-No Boy だとわかるともっと
もらしい理由をつけて厄介払いしようとしているような印象を与えるが，彼
（ 63 ）
が Mr. Carrick と異なるのは，Ichiro の話を全て聞いてから判断している点





ら差別される存在として現れるが，Ichiro と同じ No-No Boy の Gary の話
に出てくる Birdie という黒人は例外である。Gary が出所後に就職した工場
の同僚 Birdie は，職場の中で孤立した Gary を命がけで守り，その結果自分
もいじめを受ける。最終的には Birdie を思い遣った Gary が退職することに
なるのだが，Gary は Birdie のことを“He was suffering for me, really 
suffering. There’s still plenty of good people around, you know.”と評し
（Okada, 226），Ichiro に希望を与える。Gary 自身もまた，Ichiro に新たな
可能性を示す人物である。自分の運命をすべて静かに受け入れる穏やかな孤
高の芸術家タイプの彼は，全てを否定・破壊し，常に何かに怯える Freddie
の好対照である。刹那主義の Freddie とは異なり，Gary は，“Later on, 
things will soften down.”という長期的視野を持つ。Ichiro の“You really 
think there will come a time when what we’ve done will be forgotten?”
という問いに対して，“I didn’t say that. They’ll forget. Some of the guys 
who have it real tough might even envy us secretly. Time will make 


































　Ichiro は，最後に，Freddie と争う Bull に立ち向かい，屈服させる。こ
の場面の Ichiro は，Taro 達の暴力になすすべなく屈服した出所当初の彼と
対照的で，攻撃を受けても無抵抗で沈黙するという，それまでの弱い emas-
culated なイメージを払拭する。読者はここで Ichiro が，stereotype のひ弱
なアジア人男性ではなく，“Japanese but who had been big enough for 
football and tall enough for basketball in high school”であり，体格が
よくてスポーツマンだという事実に気づくのである（Okada, 7）。父や Emi
や Mr. Morrison からもそれまでに指摘されてきたように，彼は若くて健康
で，体力もあり，彼にはまだまだ可能性がある。しかし，作者は，主人公を
勧善懲悪のハリウッド映画のようなヒーローに描くことはない。Bull を組
み伏せながら Ichiro が発するのは，勝利の雄叫びではなく，“Please, don’t 
ﬁght”という叫びである（Okada, 247）。勝負が決まった後，Ichiro と Bull







A glimmer of hope—was that it? It was there, someplace. He 
couldn’t see it to put it into words, but the feeling was pretty 
strong.
　　He walked along, thinking, searching, thinking and prob-
ing, and, in the darkness of the alley of the community that 
was a tiny bit of America, he chased that faint and elusive in-
sinuation of promise as it continued to take shape in mind and 
in heart.（Okada, 250-251）
（ 66 ）
ここでの“someplace”は，Ichiro が Portland にいる時に思い描いた“some-












生前に No-No Boy の提起する問題点にアメリカ社会の反応はなかった。しか
し，３世の時代になって，この作品は評価されるようになる。70年代以降，３
世は，沈黙していた２世の口を開き，戦時中の政府が日系人にしたことにつ
いての補償運動（Redress Movement）を進めていく。No-No Boy の舞台
Seattle は，その運動のパイオニアとなった地であり，この作品を発掘した
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